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＜連絡事項＞

· 2月分のカルテチェックは5/10までに済ませてください。

· 疾病・服薬教育より～疾病・服薬教室の必要な患者様がいましたら5/11までに

　　　　　　　　　　　担当スタッフの高橋MNSか松尾Nsまで連絡下さい。

· お花見会・外出プログラム担当より

～５月７・８に行った「院内お花見会」ですが、各病棟スタッフ皆様の御協力があり、事故・トラブル無く実施する事が出来ました。お忙しい中御協力いただき誠に有難うございました。
· 防災委員会より～詰所パソコンのデスクトップに緊急連絡網を作成しています。

各自確認し、訂正がある場合は池田CWまでお願いします。

· 野々宮　正博様～本日48号室→44号室へ移動しています。

· 田中　栄様～本日、症状沈静化し療養環境変更の為、東Aユニット→西Aユニット

42号室へ転入となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜患者様連絡事項＞

· 大湯　輔様～5/10(日)10：00～15：00の外出希望あり。外出に関して、主治医不在時

は、他のDrより許可を貰ってよいとの指示あり、安ヶ平Drより許可頂いています。

· 袴田　将志様～不眠時ハルラック(催眠鎮静剤) (0.125)2T　1日1回まで　3回分頓服　

処方となっています。

· 中島　純子様～本日倉本病院へ電話した際、現在服薬中のマーベロンはそのまま服薬し

受診しても欲しいと言われたが、受診へ付き添う人がいないことを伝えるとこのまま様子を見るようにと言われたとのこと。

＜日常生活支援評価検討＞

5月第１週目実施分

· 岡田　石子様～チェストやケース内は比較的整頓されている。菓子と長靴が一緒にチェ

スト内に入っていることあり、別にしまうよう伝え、一緒に行っている。拒否は無い。

· 八森　正様～チェスト内の整理は出来ているが、ケース内に生乾きの物が袋に入れた状

態でしまっていたり、リネンを出さずにしまっており、介入にて出している。

· 佐藤　幸男様～全体的に整理出来ており、洗濯も自ら出来ている。

· 古舘　正行様～入浴するが、更衣が出来ておらず介入要している。洗濯はスタッフ介入

にて実施しており、促しや見守り必要。

· 西川　和恵様～整理整頓は出来ている。コップの汚れがあり、介入要している。

· 中村　マス様～ベッド上に衣類が散乱しており、声掛けで片付けている。洗濯物の溜め

込み見られ、介入にて実施。

· 林　田鶴子様～ベッド周辺の乱雑さ見られ声掛け、介入要している。入浴に関しては入

浴日に入ることが出来ている。洗濯物を袋に溜め込んでいるが、洗剤がないから行っていないと話している。

· 新井　圭次様～促しにて入浴、更衣、洗濯行っている。週１回程度の入浴であるが、除々

に回数を増やしていくように伝えている。

· 佐々木　淳様～ベッド周辺の乱雑さは以前に比べ片付けているが、洗濯は出来ておらず

介入要している。

＜転入患者様情報＞
田中　栄様　60歳　躁鬱病（Ｆ31）　

入院形態：医療保護入院

入院年月日：平成21年4月5日

主治医：安ヶ平Dr

平成21年3月頃より躁状態が出現。多弁多動・易怒性・近所への迷惑行為等が著明となり、平成21年4月4日当院初診。翌4月5日当院入院。

入院後も多弁・他者への干渉・睡眠の不安定があり、また、家族に対し何度も電話し外出泊を要求する等の行動が見られていた。 家族もその事で、身体的・精神的に不調を訴えるようになり、本人への対面を拒む様子が見られた為、スタッフも間に入り、家族関係の調整を行っていた。服薬調整を行い、徐々に行動面の落ち着きが見られ、家族関係も改善し現在は外出訓練を行っている。

夜間の睡眠は確保出来ているが、4/15より夜間トイレ覚醒時の歩行のふらつきが著明に見られている。日中の眠気の有無、日常生活行動の観察を継続しているが、プログラムも集中して取り組む事は出来ており、日課への影響は見られていない。

西病棟転入後は他患者様へ「よっ」と挨拶される事あるが、過度な話し掛けは見られず。病棟説明は集中し聞くこと出来ており、分らないことは質問されている。

主治医からは外出泊訓練を行い、睡眠状況が良ければ、5月一杯を目途に退院の方針。

気分の高揚、外出、外泊前後の精神症状に注意しつつ、規則正しい生活を送れる様、また、入院前に自己判断し怠薬傾向にあったとのエピソードもあり、服薬の重要性を認識して頂ける様介入していきましょう。
